















































































































































































































格 納 場 所：教員フォルダ内
フォーマット：時刻，学生のユーザー名
　オフラインで作られた出席データをアップロードして登録すると，このファイルに保存される。
このファイルが教員フォルダ内に一個しかない仕様にすると，学期内のその教員の授業の出席デー
タがすべて一つのファイルに保存されることになり，レコード数が膨大となり得るので，参照さ
れるときの検索速度向上のために，ファイルは日付ごとに作成される。そのため，ファイル名に
は年月日が含まれる。
西　　村　　則　　久378
　（７）～（１０）のフォーマットに関して，これらは教員フォルダ内のファイルなので，教員のユー
ザー名を保存する必要は，現状では無い。これらのファイルは開発開始当初には学期フォルダ内
に保存するようにしていたが，高速化のための仕様変更で教員フォルダ内に保存するようになっ
た。更なる仕様変更の可能性も考え，残している。また，何らかのトラブルが発生したときには
デバッグ情報として役立つ可能性もある。
　（６）と（１１）のファイルは先に述べた例外が適用される。同一授業・同一回・同一学生の出席デー
タが複数存在した場合は，ファイル内で最も前方に位置するレコード（即ち時刻の早いレコード）
が優先される。
Ⅵ．　結　　　　　果
　コンピュータネットワークを利用して電子的に出欠管理を行うシステムを構築した。授業スケ
ジュールなどを管理者に頼らず授業担当教員自身で変更できることや，出席データが特定の授業
に属さないので他者による設定誤りなどの影響を受けないことなどが，従来システムからの改良
点である。
　運用は平成２４年度後期に開始される予定で，本稿執筆時点では小規模な動作確認のみが終了し
ている。
　開発工数は，断続的な開発であったため正確に測定できていないが， ３～４週間程度である。ス
テップ数は約２，８００ステップである。
Ⅶ．　今後の課題
　開発開始当初には，本システムを利用する教員数は数名程度と考えられていたため，大きな負
荷がかかることは想定しなかった。データベースシステムを利用していないのはそのためである。
しかし，開発終了間際になってから，本システムは全教員に紹介される見通しとなった。実際に
何人の教員が利用するかは不明だが，多い場合，データベースシステムを利用する必要性が必ず
出てくるであろう。
　また，運用が開始されると，バグが発見されることが考えられ，その対処も当然ながら必要で
ある。
〔２０１２．　９ ．２７　受理〕
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